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この図は地質調査所が昭和49年度から昭和53年度までの5

ケ年にわたって中部太平洋北部海域のマンガン団塊を対象に

白嶺丸を使用して実施した工業技術院特別研究r深海底鉱物

資源探査に関する基礎的研究｣の総括的成果のひとつとして出

版されたものである.

この地域はハワイ諸島の南西方にあり南東方の東部太平洋

の高品位マンガン団塊濃集の最有望地域の西方への延長方向に

あたりそれに次ぐ有望地域のひとつとみなされている.東

部太平洋の最有望地域では各国による基礎的研究や探査が盛ん

に行われてきたが企業的開発と関連するという性格から公表

デｰタは乏しい､今回のマンガン団塊分布図の場合も化学

分析値は含められていないががマンガン団塊の型賦存率の広

域的変化が表現されておりマンガン団塊の探査や科学的研究

のための貴重な基礎的資料として役立つであろう.

基図としては当所発計画で作成された海底地形図カミ用いられ

色の濃淡で4襲階の水深区分がほどこされている.この上に

各測点におけるマンガン団塊の最大賦存率(kg/m2)被覆率

(海底写真上で団塊が占める%)マンガン団塊の表面構造に

基づく型区分(平滑一S粗一r及び中間一S･r)及び

マンガンと鉄の含有量比(Mn/Fe)が表現されさらに賦存

率等値線によってマンガン団塊賦存率の広域的な分布傾向カミ大

まかに示されている.

当地域のマンガン団塊の型区分は重要な意味をもっている.

マンガン団塊は一般に海底の堆積物表面に存在するカミその際

海水中に露出する部分が多いと平滑(S)埋没した部分が多

いと粗(r)型となる.S型は海水中からコロイド状の鉄酸

化物δ一MnO･が沈澱して生成しr型は堆積物中の間隙水か

らCu2+,Ni2+,Mn2+の金属イオンが供給され生成すると考え

られる･このことが主構成鉱物と化学組成のちカミいつまり

s型はδ一Mn0･からなりFeとCoに富みr型は10Aマンガ

ナイトからなりCu,Ni,Mnに富むという関係に反映して

いる･一般にr型の団塊はMn/Fe値カ塙く｡u及びNi

に関して高品位だが賦存率が低くこれに対してS型の団塊

はMn/Fe値が低く｡u及びNiに関して低品位だカミ賦存率

が高いという関係が認められる.

当地域のマンガン団塊の分布は一部の地域での密な間隔の

採取試料デｰタが局地的な変化のあることを示唆するものの

大局的には中央部を横断し西南酉一東北東方向に延びるS型団

塊の高濃集帯とその南一南東部の深海盆域の低賦存率のr型

団塊の存在という広域的変化を示す･このような分布の特

徴は地形底層流堆積過程など団塊生成に関与した地質環

境を反映するものと考えられる.
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